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・令和2年災害を受け、避難所の対応をど
のように検証し、改善したか

・避難所開設のマニュアルでは、通常避難
所と交流センターの福祉避難所の開設はど
の手順で行われるのか

・6月～7月に複数回開設したが、避難所を
利用された方の年齢などの状況は

・大切なのは、「次の避難をためらわな
い」環境づくりと考えるが、この点をどう
とらえているか

・避難所の職員配置の考え方をうかがう

・マップ作りにおいて避難先の想定をうか
がう

・全国的に詐欺や消費生活トラブル等の事
件が多いが、町内での状況は

・これまでは、専門の相談員が常駐しトラ
ブルへの対応や、各地区のサロン等に出向
いて啓発や情報収集にあたってきた。相談
員不在の現状では、どのような対応がなさ
れているのか

・資格を有した専門相談員の早急な配置が
のぞまれるが、計画はあるか

町道管理

・行政区管理以外で町が管理する町道の管
理状況は
◎草刈り以外の管理状況は
◎事故が起こらないように管理できている
か

町　長

熱中症

・教育現場の熱中症対策は
◎高温期の体育の授業時間を考慮している
か
◎高齢者の熱中症対策は

教育長

町　長

・スポーツ合宿の現状（種目）は

・今年度の合宿者数は

・スポーツ合宿誘致の方策は

・九重グリーンパークグラウンドの利用状
況は

・中学生の台湾からの訪問者数は

・九重から台湾への訪問者数は
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台風多発期を前に避難所の対
応を検証

町　長佐藤　明郎1

消費生活相談について 町　長2 増田　裕子

野上　香代子3

スポーツツーリズム 町　長

台湾との交流 教育長
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・交流のメリットは

・交流者数（生徒）を増やす考えは

・町民の交流の考えは

・毎年起きる災害の対処策の考えは

・今年度の防災訓練の予定は

・九重町の農林業については、高齢化、担
い手不足さらにコロナに端を発し各種生産
資材の高騰、特に肥料・農薬梱包資材等が
あり、一次産業においては生産物に単価設
定することができず農業を取り巻く環境は
非常に厳しい状況にあるが、このような
中、町の財政の中で支援策はあるのか

・農業と言っても、畜産・水稲・菌茸・園
芸・果樹等々様々な作物が栽培されてお
り、この作物の中で支援を受けてるものと
そうでないものが有るようであるが、基準
等があるのか

松木川水系の水質汚濁につい
て

・筑後川源流の松木川汚濁について、昭和
41年から昭和51年にかけて、防衛農業用貯
水ダムとして建設し、昭和51年に完成し
130立方の貯水があり、ダムから下流に１
３の用水路も整備されてそれぞれの水田に
水が行き届き水不足が解消しているが、貯
水に伴い年月とともに水の汚濁が進んでい
る。
下流域の住民は、この水の濁りはどうに

かならないかと町等にお願いしており、そ
れに対しての対策として洪水濁水をダム下
流に流す目的で平成11年にバイパスを建設
したが、未だ問題が解決されていない、流
域住民はただ清流が欲しいだけである。
状況をうかがう

町　長

観光資源について

・九重地域には素晴らしい観光名所がたく
さんあり、そのひとつに溶岩台地が削られ
てできた落差26m 幅40ｍの豪快な二段落
としの龍門の滝がある。
夏には滝滑り、秋には紅葉、冬は雪景色

と四季折々素晴らしい景色を老若男女楽し
める滝があるが、コロナ・水害・滝北側の
崖からの落石があり、滝滑りが出来ず滝に
は立ち入り禁止の状態である。
ならば川遊びと思っても川が汚い状態で

あり、落石防止策等があるか

町　長

5 岩尾　茂樹 防災避難について
・高齢者、障がい者等の要支援者の避難方
法は（現状、課題、対応策等は）

町　長

町　長防災・減災

町　長農林業の持続的発展について

4 佐々木　信介

3

教育長台湾との交流

野上　香代子
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防災避難について ・野上、野矢各小学校区の避難所の設置は 町　長

旧野上中学校跡地の利活用に
ついて

・校舎、体育館を含め跡地等の利活用は
町　長
教育長

・介護施設への入所状況は（待機状況、町
外の施設への入所状況等は）

・町内における今後の介護施設、介護職員
の確保は

・今年一月広報で、年頭の挨拶の中で「新
たな事業の蕾もふくらんできている」と
あったが、形となっている事業についてお
伺いしたい

・企業誘致により雇用が生まれるが町内の
労働力の問題もある中、どのようにオ
ファーをされているか

・人口減、労働人口減により税収も減って
いく実情の中、将来町民サービス低下への
懸念はないか

・コロナが五類に引き下げられ観光客の回
復基調はどんな様子か

・４月の巡視の際、泉水キャンプ場は回復
基調にあると伺ったが、利用客の満足度は

・昨今のキャンプブームに対応した取り組
みは

・近年スポーツ合宿が減ってきているとの
ことだが現状はいかがか
◎減っているとすればどんな理由が考えら
れるか

・2026年、“夢”大吊橋が20周年を迎える
がリニューアルやイベントなどの計画予定
は

・九重町のPRに日本航空へメッセージタグ
を3,000枚贈呈したとのこと。効果への手
ごたえは

・少子化によりペットのいる家庭も増えて
いる。キャンプ場や宿泊施設などペット同
伴できる環境整備をすることもPRになるの
ではないか

・LGBT法案により、温泉、お手洗いなど女
性が安心して利用できないケースが起きて
いるが、九重町での対策は

学校教育と社会教育
・子ども達の郷土愛を育むことへの具体的
な取り組みは

教育長

町　長介護政策について

5

町　長

岩尾　茂樹

新たな事業について

観光産業について

矢野　春美6

町　長
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6 矢野　春美 学校教育と社会教育
・人口減少などで地域コミュニティの希薄
化が深刻になっていく中で社会教育のあり
方をお伺いしたい

教育長

・委員構成について

・検討委員会による意見について

・地域における学校の役割と学校支援につ
いて
◎地域と学校を結ぶコーディネーターにつ
いて
◎学校と連携した地域活性化の取組につい
て

・検討委員会での議論の過程で出された意
見について
◎４つの意見について

・2019年に「第二次学校再編整備計画」で
の6校維持が決定してからの4年間で出生数
が年々減少しており、6年後までの小学生
の人数は分かっているが問題はないか

・出生数の減少で今後全ての学校で複式学
級がはじまる可能性が出てきたが、保護者
の複式学級に対する理解はあるのか

・町民全体がこれからの小学校について議
論していくことが必要ではないか

7 河野　克輝

第二次学校再編整備計画につ
いて

小学校について 教育長

教育長
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